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　はじめに

奄美大島は，南西諸島中央部の中琉球を構成

する島嶼の一つで，総面積 709 km2と，沖縄島に

次いで大きな島である．沖縄島に比べ山が広く深

いため陸域や陸水域の生物多様性に富んでおり，

｢東洋のガラパゴス｣ とも呼ばれ，固有種も多い

島である（鮫島，1995）．

十脚甲殻類に関する研究は，1963年の上田に

よる淡水産エビ類に関する研究に始まり，その後

汽水―陸水域の甲殻類相（諸喜田，1975, 1979, 

1989； 武 田，1989a；Shokita & Nishijima, 1976）

や大島海峡の海産異尾類相ならびに短尾類相

（Baba, 1989; Takeda, 1989b）が明らかにされた．

さらに，近年になるとマングローブの潮間帯や飛

沫転石帯において小型種や希少種の生息も報告さ

れるにいたった（岸野ほか，2001a, 2001b；野元

ほか，2002；鈴木ほか，2008）．

このような中，勝と常田は，2005年頃から本

島北部に位置する手花部の細流にあるマングロー

ブ林において，シモフリシオマネキ Uca 

triangularis (A. Milne-Edwards, 1873)のいることを

知り，このたびその個体群の生息を確認したので，

ここに報告する次第である．

　結果

シモフリシオマネキの形態　今回生息が確認

されたシモフリシオマネキは，その学名の由来に

なっている通り，甲は強い逆三角形で，その後ろ

半分が黒色で前半分が灰白色の地に小黒点が散在

している（図 1）．雄の大きなハサミにも同様の

小黒点が散在する．また，歩脚には灰色と黒色の

縞模様や斑模様がみられる．小型個体ではこれら

の模様がみられず，全体に白色を呈するものも

あった（図 2）．甲幅 16 mm程度に達する小型種

である．

生息域　シモフリシオマネキが生息していた

のは，手花部の国道 58号線の内側に位置する細

流のメヒルギのマングローブがある潮間帯上部

で，図 3中手前のマングローブの根元あたりから

上流に向かって 200 m位までのマングローブ林の

水路側の軟泥底質の地域であった（図 3）．この

マングローブは主に右岸側に多くあった．この地

域における底質の状態及び微地形のみが本種の生

息環境として適していたためなのか，見た目が似
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ると報告されていた．従って，今回の奄美大島で

の生息確認はその北限域を大きく更新することと

なった．岸野ほか（2001b）は今回本種の生息が

確認された地域と全く同じ地域を調査している

が，ベニシオマネキとオキナワハクセンシオマネ

キの記録はしているが，本種の生息に関しては全

く記録していない．従って，本種の生息は 2001

年以来起こったと考えられる．1995年以来，本

細流は，河川改修，護岸工事等とともに随時メヒ

ルギの植栽なども進められ，細流の環境が本種の

生息にとって改善されたことによるのかもしれな

い．この点は推測の域を出ないが，ただ言えるの

は今後もこの細流の環境を保全することが，本種

ならびに共存するシオマネキ類の保護に確実につ

ながるということである．今後も細流環境の保全

に心がけることを期待する．
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ていた国道より外海側の潮間帯軟泥底質の部分で

は本種の生息は確認できなかった．

生息個体のサイズをみると，新規加入個体と

思われる小型個体から成熟個体と思われる大型個

体まで見られ，本地域における個体群は十分維持
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オキナワハクセンシオマネキ Uca perplexa (H. 

Milne Edwards, 1852)なども生息していた．
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るが，手花部の細流の潮間帯上部のマングローブ

林（林内というよりも水路側の地域）には，概ね
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地域にはベニシオマネキやオキナワハクセンシオ

マネキなどシオマネキ類だけでも 5種，その他チ

ゴガニやコメツキガニなども生息しているので，

おそらく本種の生息数は 4,000個体よりもはるか

に少ないと考えられる．今後正確な生息数の調査
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表島及び沖縄諸島以南の西部太平洋地域に分布す

図 2．シモフリシオマネキの小型個体． 図 3．シモフリシオマネキの生息地の全景．細流の国道側か
ら上流を望む．
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